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表層崩壊発生予測を見据えた花崗岩山地小流域における基岩湧水の観測 

○桂真也・松永⼀慶・吉野孝彦・松永隆正（北海道⼤学） 
 
近年の研究により，基岩地下⽔の⼟層への湧出が表層崩壊の発⽣に寄与する可能性が指摘
されている。本研究では，表層崩壊予測モデルに基岩湧⽔の影響を組み込むための第⼀歩と
して，花崗岩⼭地⼩流域に湧出する 2 つの基岩湧⽔の詳細な観測に基づき，湧出特性の把
握とモデル化を⾏った。⽔温の観測と⽔質の分析結果から，対象とした 2 つの湧⽔は同⼀
の基岩層内帯⽔層を起源としていると推察された。降⾬イベントに対する基岩湧⽔量の増
加分は総降⾬量と強い相関があり，また基岩湧⽔量のピークは降⾬ピークから 1 ⽇近くは
遅れていた。こうした基岩湧⽔量の変動は，156.0〜211.9h の半減期を持つ実効⾬量に基づ
く関数モデルにより⼀定の精度で再現することができた。本研究の結果からは，基岩湧⽔が
表層崩壊に与える影響としては，豪⾬時に素早く湧出量が増加して崩壊の引き⾦となるの
ではなく，⼟層内地下⽔位をかさ上げすることで斜⾯の安定性を低下させることと考えら
れた。 
詳細は以下の⽂献をご覧ください。 
松永⼀慶・桂真也・吉野孝彦・松永隆正（2023）：花崗岩⼭地⼩流域における基岩湧⽔の湧
出特性とモデル化，砂防学会誌 76(1)：34-41. 
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新聞記事を用いた災害復旧の長期化に伴う生活の影響から見た土砂災害の特徴 

北海道大学広域複合災害研究センター 山口真司 

 

 わが国では災害の激甚化に伴い，復旧に要する時間が長期に及ぶことが少なくなってお

り，単に生活者や企業等の負担が蓄積するにとどまらず，地域からの転出や倒産など不可

逆的な事態が生じることにより，地域全体の活力低下やコミュニティ崩壊に至ることが懸

念されている．しかし，生活の影響を把握することは容易ではなく，加えて，土砂災害

は，人命を失いやすく住宅等も破損しやすいことから生活再建が難しい災害と言われてい

るが，その関係は明らかにはされていない．そこで，地元の新聞記事を用いて，いくつか

の災害事例を対象とした自然言語処理と多変量解析を組み合わせた手法により生活の影響

の推移を俯瞰的に把握，分析を行った結果を用いて，土砂災害による生活の影響の考察を

行った．その結果，土砂災害と水害等や地震災害において，生活の影響の推移を俯瞰的に

可視化や復旧の長期化が産業・就労や暮らしに及ぼす影響やその構造を比較分析したとこ

ろ，土砂災害は，水害等と比べ生活再建が長期化しやすく困難になりやすい特徴を把握で

きること，この生活再建の長期化や困難さは，近年の土砂災害による人命を失う人的被害

の増加傾向や住宅の全半壊は土石流によるものが顕著であることからも妥当であることを

示した．しかし，現在の事業評価マニュアルでの評価ではこの特徴を十分には評価できて

いないことから，土石流を中心とした被災データ等の収集の充実を進め，被災データと生

活再建をリンクさせた評価手法の早期開発を進めることにより，気候温暖化等による近年

の土砂災害傾向を反映できる事業評価手法の改善が図られることが期待される． 
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